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This research shows how an image of life and its expression change and how a view of
nature is created according to quality of experience, by comparing the work before the fact
and the work after the fact. We examine a case of a cultivation experience and consider the
fact that as quality of a direct experience deepened, its image was indicated by“expanse of
the way of feeling to life”and“conditions and relations．”between the environment and life.
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章で記述してもらった。生活科では，事前を 6月 3日，事後を 7月 22日，保育指導
法（環境）では，事前を 5月 8日および 9日，事後を 6月 26日および 27日に行った。


















































（対象者：計 121名，生活科 38名，環境 83名，形別人数は延べ数）
図２．「形の分類」（生活科：38名，環境：83名，対象者：計 121名）
























































































































＜事前＞ → ＜事後＞ ＜事前＞ → ＜事後＞
【事例 Dさん】（環境） 【事例 Eさん】（環境）
























＜事前＞ → ＜事後＞ ＜事前＞ → ＜事後＞

























＜事前＞ → ＜事後＞ ＜事前＞ → ＜事後＞
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このような生命に対する感じ方が，授業の一連の体験をした後の作品では，変化して
いる。「生活科の授業を受けて思ったことは，生き物の命は色々な（身の周りの）も
のによって支えられて，大きくなっているということである。」と気持ちの変化を述
べている。事前の作品では，自分一人での成長として生命を捉えていたが，事後では，
様々な周りのものがあっての成長であると主張している。植物を育てる上で，生命は
支え合っていかなければならないことに気づいている。
同じように Jさんも関係性へとイメージが変化している。事前の作品では，生命は
太陽と草木というイメージで描かれている。太陽に生命力を強く感じたので，あえて
真ん中に太陽を描いて，生命力の強さを主張している。事前の作品では，生命を自然
のあらゆるものと捉えているが，事後の作品では，まったく違ったもので表現されて
いる。事後の作品のテーマは「気持ちを支え合う心」である。作者は，「前回までは，
自然のイメージしかなかったが，授業を受けてみて，“命”という言葉は，人と人の
つながりの中で感じるものだと思った。」と想いを述べている。親がいるから子ども
が生まれ，育てる人がいるから植物も育ち，このように命が誕生し，成長していくこ
とを改めて感じたようである。一人では命は生まれない，命は守れないと生命の支え
合いを感じたのであろう。この様な想いを表すために，命をハートのシンボルで表し，
そのハートを人と人の手で受け渡す絵を描いて，生命の支え合いを表現している。
４．終わりに
本研究で対象とした授業における体験の特徴は，生命に直接に関わり，土を耕し，
生命を育て，収穫し，食べるという一貫した過程を直接的に経験したことにある。特
に着目したいところは，「間引き」である。人間が食べる野菜をつくるために「小さ
な生命」を殺さなければならないという行為が過程の中で発生する。その経験が，単
に生命への慈しみや生命への共感では語れない，人間の生きるための本質的な問題や
根底にある人間中心的な日常の意識への気づきとなっていくことが考えられる。その
事例にある経験の意義については，授業者自身による別研究において示されてい
る（2）。本事例においては，このような人間の本質に向き合う体験において，「つなが
り」「感謝」「支えあい」というイメージが生まれていることが予想される。生命や自
然との関わりや経験の質が深くなればこそ，イメージは，自然そのものを視覚的にと
らえるだけでは表現しきれない内容へと至ることが考えられる。その結果，「状況や
関係性」へとイメージはより変化していく。
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